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階 代 の 龍 門 石 窟

小 山 満

1.は じめ に

晴代の龍門石窟 をみ ると,造 像活動 を跡付

ける紀年銘 は,開 皇15年(595)の 賓陽洞外

北側にあ る斐慈 明の斐寵銘記 と,大 業12年

(616)の 賓 陽中洞外 北側 にあ る李子賛 の観

音像寵,そ して同年 の賓陽南洞 内にある梁侃
i>

仁の釈迦二菩薩造像銘記のわずか3点 である。

そのため,こ の時代の龍門はあまり造窟 さ

れ なか ったと理解 され ている。 しか し,他 の

石窟,た とえば敦7莫 高窟では,全492窟 の
コz>

うち100窟 が,晴 代の修造 ・重修窟である。

晴代が37年 間 とい う短期間で あることか ら

みて,こ の造仏事業 は決 して少 ない数ではな

いと思う。

また 『晴書』 『弁正論』等 の記載か らみ る

と,初 代文帝楊堅 と二代蝪帝楊広 の崇仏政策

は,異 常 なほど巨大であ る。大略次のように

記 している。

開皇元年(581),高 祖普 く天下 に詔 して,

出家 を任聴 し,"U」りて計 口出銭せ しめ,経 像
3)

を造営す。……(『 晴書』巻35)

開皇3年(583)詔 して曰 く,朕 聖教 を欽崇

し,神 宇に念存す。それ周朝 に廃せ し寺 こと

ごとく修復すべ し。……開皇の始めよ り仁寿

の末に終 るまで,度 せ し僧尼二十三万人,海

内の諸寺三千七百九十二所,凡 そ経論を写せ

し四十六蔵,一 十三万二千八十六巻,修 治せ

し故経三千八百五十三部,金 銅 ・檀香 ・來紆・

牙石 の像等を造 りし大小一十万六千五百八十

躯,修 治せ し故像一百五十万八千九百四十許

躯,

階蝪帝嗣 ぐ。……修治せ し故像一十万一千

躯,鋳 刻せ し新像三千八百五十躯,度 せ し僧
4)

尼一万六千二百人。 ……(『 弁正論』)

もしこれ らの記載 に意味があ り,龍 門石窟

が何 らかの関係 をもっ とすれば,そ れは,こ

の文中の,文 帝楊堅の修治 した故像が150万

余躯,蝪 帝 の場合が10万 余躯 とあ る記述に

関連す る,主 と して故像の修治の問題であろ

うと思われる。 したが って,は た して龍門に

は,そ れを実証す る証拠があるか否か,他 の

石窟 とのバ ランスか らみて,ど のようになる

かを検討 してみ ることに しよう。

2.古 陽洞の題字 と文様

龍門石窟では,古 陽洞が最 も古い。最古の

造像記事 は太和17年(493),新 城県功曹孫秋

生等二百人によ る造寵 である。そ の後30年

近 くにわたり,洞 内に数多 くの北魏時代の銘
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図1.孫 秋生等造像記 北魏 奥に 「古

陽洞」の題字が刻 まれていることによる。 し

か し 『魏書』 の煕平2年(517)霊 太后が伊關

の石窟寺へ行幸 した とある記事か ら,当 時は
6)

石窟寺 とよばれ ていた ことが知 られ る。

古陽洞を"古 の洛陽の石窟洞"の 略称とす

ると,お そ らく開墾時の呼び名ではな く,そ

の後の時代 に名付け られたとみ るのが 自然で

あるが,い っ名付け られたか明らかではない。

題字の書風をみ ると,北 魏初期の硬い楷書

と違 って,階 唐風 の軟 らか い楷書であ る(図

2)。 た とえば,上 記孫秋生等 の造像記や,

牛蕨造像記と,洛 陽出土の安菩夫妻墓誌(709

年,図3)や 晴智永の千字文 などと比較すれ

ば,一 目瞭然である。

っぎに,題 字の背景 をみると,中 央 に水瓶

か ら立 ち上がる蓮華があり,左 右か らこれに

向か う供養者の群像が4段 に分かれて立 って

いる。最上段に従者 を連れた皇帝(右),皇 后

図2.古 陽洞の題字と背景
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図3.安 菩夫妻墓誌 唐

(左)。 中2段 は持華供養 の従者達,下 段は供

物 を捧げた従者 と持華供養の従者達である。

描かれた蓮華の模様でみると,題 字の古字

右上の蓮華は,題 字右隣の北壁第3層 第1寵

の寵柑に描かれた蓮華とほとん ど同じである。

また,こ の寵 内左上の三葉の蓮華 を持っ天人

は,題 字 の従者 と同類である(図4,5)。 と

す ると,題 字の作成 と右

隣 の仏寵浮彫は,同 一時

期の可能性 をもっ ことが

考え られ る。

題字の背景のテーマで

ある皇帝礼仏図は,こ こ

龍門の賓陽洞 と,葦i県 石

窟第4寵 にあり,前 者は,

『魏書釈老志』 にいう,

宣武帝が高祖文昭皇太后
」 ノノ ノ

ll欝 輸1㌘量 ○
始め られ,正 光4年(523)

に 成 った も ので あ る(図
7)

6)。 後 者 は,時 期不詳

であるが,こ の賓陽洞に

図4.古 陽 洞 北 壁III層1籠 の寵 楯

範 を取 り,作 られた とされてい るので,6世

紀中葉以降であろう。

中央 の蓮華をテーマとす る作例 を見てみる

と,た とえば敦捏で は280窟,292窟,305

窟,417窟 などにあり,北 魏よ りむ しろ晴代
8)

に作例が多い(図7)。

蓮華 を手に持っ一般的 な持華供養者 の場合

o

難
図5.書 き起 こ し部 分 図(左 図4,右 図2)



図6.皇 帝皇后礼仏図(賓 陽洞)

でも,晴 代に及ぶ作例の多いことが知 られ る。

敦燵 の62窟,281窟,295窟,303窟,304

窟,390窟,394窟,427窟 な どは,い ずれ

も晴代の持華供養者を描いている(図8)。

したが って,古 陽洞の題字 とその背景の図

柄は,い ずれ も晴代にまで及ぶとみ なければ

な らない。

ここで題字の背景か ら離れ るが,古 陽洞内

灘灘1難
蕪1籍購 藁

響

才

》

勲

鉦
》̀

.

同

、藩
ヘ ー 争 鰻 塗 ヴ

図7.蓮 華供花(陪 開皇9年)
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藤 軍

帽 を龍頭

で飾 る図

(図9)
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図8.持華供養者像(敦 燵第62窟,陪)

な華綱 を天人が 吊り下げ る図(図10),あ るい

は連珠文で縁を飾 る図(図4)な どがあ る。

これ らはいずれ も晴代 に及ぶ作例 と して他の

石窟で見出す ことができる。たとえば,籠 楯

に龍頭 をっける例は,敦 煙で303窟,304窟,

419窟,423窟,427窟 にみ られ,華 綱 を天

人が 吊り下げる例は,洛 陽の水泉石窟(図14)

にあ り,連 珠文の例 は,敦 煙 の277窟,282

図9.龍 頭飾 り嘉相(古 陽洞)
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図10.華 綱飾 り寵楯(古陽洞)

窟,380窟,390窟,397窟,401窟,404窟,

420窟 な どに あ る。

二っ には,維 摩 と文殊 の対 問 を示す 図(図1

1)で,敦
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図11.維 摩文殊対問図(古 陽洞)

見出す こと

がで き,こ

れも晴代 に

及ぶ ことが

知 られ る。

したがって,

古陽洞内の

他の仏寵浮

彫 も,元 来は造像銘記で示 され る北魏時代の

開窟であるとしても,古 陽洞の題字 とその背

景と同様,そ の重修時期は,晴 代 まで及ぶと

見なければな らない。

3.歩 歩生蓮 図

古陽洞南壁 の列寵第2層 に,釈 迦多宝二仏

並坐の仏寵がある。 この籠楯 に釈迦仏伝図が

描かれている。太子の誕生か ら成道 まで を,

左右双方か ら中央 に向けて,左 に乗象入胎,

游園,樹 下誕生,歩 歩生蓮,九 龍灌頂を描き,

右に報喜,阿 私陀 占相,立 為太子,山 林之思,
9)

遣散什馬,苦 修成道 を描いている。ここでは,

歩歩生蓮 図(図12)に ついて考察 してみ よう。

仏伝故事を記す漢訳仏典は,① 後漢 ・竺大

力 ・康孟 詳訳 『修 行本起経 上』 ②劉宋 ・求

那践 陀訳 『過去現在 因果経』 ③晴 ・閣那堀

多訳 『仏本行集経』 ④唐 ・地婆詞羅訳 『方
エo>

広大荘巌経』等がある。 しか し,こ の中で,

歩歩生蓮 のテーマ は,①,② には記 されず,

羅

図12.釈 迦 仏 伝 図(古 陽 洞)

死緯



③,④ に記 され てい る。た とえば③の 『仏 本
ll)

行集経』では,っ ぎのようにある。

菩薩生 まれおわ り,人 扶持す ることなく,

即四方へ行 き,面 して各七歩,歩 歩足を挙げ

れ ば,大 蓮華 を出す。……我まさに成仏すべ

し,即 ち地 に立 ち人扶持す るな し,即 七歩 を

行き,足 の履 まれるところ,み な蓮華を生ず。

(巻8)と 。

す ると,こ れ は,蓮 華に象徴的 な意義を強

めた段階で,歩 歩生蓮が付加 されたと考える

ことができる。

この,蓮 華に象徴的な意義を強めたと思わ

れ る最 もポ ピュラー な経典は,蓮 華を題 目と

して掲げ る 『法華経』が,や は り第一であろ
l2)

うか。た とえば,っ ぎのようにある。

若 し人,散 乱の心に,な いし一華をもって,

画像 に供養せ し,漸 く無数の仏を見たてまっ

りき。(方 便品第二)

十小劫 を満てて仏 を供養す,な い し滅度 ま

で,っ ねに この華を雨 しき。(化 城喩品第七)

この時に諸仏,各 宝樹 の下にま しま して,

獅子座 に坐 し,皆 侍者を遣わ して,釈 迦牟尼

仏を問訊 したもう,お のおの宝華をもち,も

ろてに満てて,之 に告げ て言わ く,… …(見

宝塔品第十一)

法を恭敬す るが故に,諸hの 妙華を持 って

空中に住立 して,行 持法の者を讃歎 し恭敬せ

ん。(普 賢経)

上記の 『普賢経』は 『法華経』 の結経 と し

て天台大師智顎により包摂されたものである。

実際彼は晴代で初代文帝楊堅,二 代揚帝か ら
13)

篤 く尊崇 され ていた ことが知 られている。

さて,歩 歩生蓮 図を遺物か ら探 ると,私 見

では,東 魏武定4年(546)造 の釈迦玉石像光
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図13.歩 歩 生 蓮 図(東 魏)

背 に浮彫 された もの(図13)と 、北斉天保10

年(559)の 龍樹思惟像台座正面の作例を早期
15)

のものと して見出す。 しか しこれ に遡 る北魏

の作例は,現 在のところ見出 しえない。

したが って"歩 歩生蓮 図"は,遺 物の上で

東魏,北 斉を上限と し,経 典 の上で晴代 を上

限とす ることか ら,仏 伝故事 と して北魏 に遡

ることの難 しい図像の一つであるということ

がで きるであろう。

4.洛 陽水泉石窟と河南王寺

1990年 に調査 の公表 された,洛 陽市北郊

の水泉石窟 は,残 存す る摩崖碑文か ら,北 魏

太和十口年(495ま で)の 開墾であ ることが知
16)

られ る。 この仏寵が,古 陽洞に酷似 している

ことに一驚す るが,北 魏の石窟と して,両 者

が時代 を同 じくす ることか らいえば,そ の類

似性 は当然であろう(図14)。

しか し,碑 文には補刻部分がある。報告で
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図i4.水 泉石窟仏籠(左 北外壁4嘉,右 南壁3籠)

は,正 文完成後ほ どなくして補刻されたとす

るが,如 何 であろうか。補刻部分は,洛 州河

南王寺～,と 書 き始め られている。そこで,

これを検討 してみよう。

正史 を調べ ると,河 南王 には,(1)北 魏 河

南王曜,(2)北 斉河南王孝喩,(3)晴 河 南王昭

の3人 を見出す ことができる。

は じめ の北魏 の(1)河 南王曜は,北 魏道 武

帝 の息子7人 のうちの1人 で,母 が煕王夫人

である。彼 は天興6年(403)で5才,泰 常7

年(422)に22才 で亮 じ,武 芸絶人,子 供 が
17)

7人 いたという。

つぎの(2)北 斉河南王孝喩 は,北 斉第2代

文嚢帝 の皇子6人 のうちの1人 で,母 は宋氏

である。天保元年(550)斉 の受禅によ り河南

王 となり,中 書令 ・司州牧 を歴任 し,第5代

武成帝の河清2年(563)に22才 で亮 じてい

る。文学 も好んだが,政 治的行 きづま りで投
1$)

水 自殺を図 った という。

最後 の(3)階 河南王昭 は,蝪 帝の皇子3人

のうちの長子で,母 は周 の大 司馬独孤信 の7

女,独 孤皇 后 で あ る。

彼 女 は河南 洛 陽の 人 と

あ る。 開 皇10年(590)

12才 で河 南 王 と な り,

同17年(597)納 妃 し,

同21年(601)父 楊 広 の

灘章舗課踊
そ して大業 元 年(605)

繍 糧難 駕瓢
。
、羅 議、 業2年(606)病 の た め

28才 で 亮 じて い る。

強 弓 を能 く し,謙 虚 で怒 らず,仁 慈 の人材で,
19)

子供 が3人 いたという。

ところで,水 泉石窟 の摩崖残碑は,か なり

磨耗 していて読め ない字も多い。 しか し,補

刻部分に記され ている造寺事業 の様子は盛大

である。たとえば,

造[千 五百龍華像口区,造 三千仏堂一区,

造万仏三口六区,千 仏天宮一区,造 十六王子

行像十六区,大 仏像三万口口,

などとあ り,周 辺各地で巨大 な造像事業が営
20)

まれ ていた ことが推測 され る。 も しこれが事

実を伝 えているとすれば,実 にケ タ外れ の造

仏事業であ る。

因み に,安 陽の霊泉寺の晴開皇9年(589)

銘 の題記では,造 窟に用功1624人,造 像 に

900人 を要 し,盧 舎那仏一寵,阿 弥陀仏一寵,

弥勒仏一寵,三 十五仏三十五寵,七 仏七籠,
21)

伝法法師二十 四人を造立 したとある。 この霊

泉寺は斉 ・晴代 に名僧 と謳われた霊裕法師の

創始 した寺であり,皇 帝か らの援助 も莫大で

あ ったとみてよいが,そ の造仏事業 に比べて



も,水 泉石窟は見劣 りしない。

また,南 響堂 山で新たに発 見された石窟 の
22)

中に,晴 代改刻の"㈱ 山石窟之碑"が ある。

この碑か らっ ぎの2点 が明 らかになった。

一っ は
,北 斉天統元年(565)時 の大丞相

准陰王高阿那肱により建立されたと記されて

いる点。 これは 『北斉書』の彼の伝に,こ の

年後主の即位 にともない,尚 書左僕射か ら准

陰王に封 じ,尚 書令 に除せ られた とあ ること

に一致す る。す なわ ち,碑 文が,正 史の記述
23)

を裏づけているわけである。

二っには,当 山は開窟以来,霊 像が一千躯

に及んでいたが,北 周武帝の廃仏で破棄 され,

階の建国で重修 され て,旧 状に戻 った と記 し
　　ラ

ている点。 これ は晴代の重修が確かに行われ

た ことを立証 しているとい っていいと思 う。

さて,上 記3名 の河南王 のうち,一 体誰が

適 当で あろうか。(1)の 北魏河南王曜 の場合

は,死 去 した年が422年 であ り,洛 陽遷都(493

年)を はるかに遡 る点に問題があ り,洛 陽遷i都

よ り前に,洛 陽で巨大な造仏事業が行われた

とは考 え難い。(2)の 北斉河南王孝喩 の場 合

は,た とえば,東 魏の武定4年(546)父 文嚢

王が㈱都で,河 南に反 した司徒侯景の説得 に

あた り,翌h年(548)に,西 魏 の独孤信が洛
25)

陽を占拠す る事態 となる。 したが って,北 斉

にとっての河南の地はきわめて不安定で,天

保元年(550)以 降の北斉河南王による洛陽で

の巨大 な造像事業 などは,お そ らくあ りえな

いことであろう。

しか し,(3)の 晴河南王昭 の場合 は,母 が

独孤信の娘で,洛 陽の人 とあるので,彼 が洛

陽の地で育 った可能性があること。そ して,

祖 父が文帝楊堅,父 が蝪帝で,本 人がその長
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子,の ち皇太子 という皇位継承の最 も恵まれ

た立場 にあることを考慮す ると,水 泉石窟の

補刻部分の巨大 な造仏事業 も,彼 において十
26)

分あ り得 ることであ る。 したが って,こ の晴

元徳太子昭の,河 南王時代,す なわ ち,開 皇

10年(590)か ら同21年(601)ま での間が,

洛州河南王寺の実質的な活動年代 ということ

になろう。

5.結 び

以上の考察によ り,蝪 帝の子,元 徳太子昭

が,河 南王に任 じていた,開 皇10年(590)

か ら同21年(601)の 問が,洛 州河 南王寺 の

重修 された可能性の高い時期 と して割 り出さ

れたわけで ある。 したが って,逆 にいえばこ

の河南王寺 の巨大 な造仏事業を通 して,開 皇

元年(581)に は じまる晴代 の大がか りな修造 ・

重修 の存在 の一部が,裏 付け られた ともいえ

よう。

そ こで,龍 門における階代 の重修 について

も,つ ぎのように考えることができる。す な

わ ち,文 帝楊堅の故像修造の発令以後,蝪 帝

の再発令 を経 て,そ して昭の子侑が恭帝 と し

て即位 し,そ の亮去の年(618)に 晴の滅亡に
27)

至 ることを考 える と,開 皇元年(581)か ら皇

泰元年(618)ま でが、河南 の洛陽石窟 におけ

る晴代重修期の最大幅ということである。

さて,残 された疑問の一,二 をとりあげて

結び としたい。

一っは,な ぜ龍門石窟 に階 の紀年銘文が少

ないかとい うことである。 これは,晴 代 の重

修が巨大で,国 家的 にな り,そ れ以前の個人

的造仏の規模や 目的 と違 いが生 じていたため

と考 えたい。また,た とえ仏寵 を改修する場
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合で も,前 代 の北魏の銘文を,改 刻せずに大

切 にす るという,強 靱な尚古精神が,生 きつ

いていたためともいえる。

二っには,初 代文帝と二代揚帝の崇仏政策

は,ど こまで信頼で きるか,換 言すれば,彼

らの修造 ・重修の実態 をどこまで把握 できる

【注】

1)李 文生 「龍門石窟関係年表」(『龍門石窟』

2,平 凡社 ・文物 出版社,1988)

2)敦 燵文物研 究所 「敦燈莫 高窟 内容総録」

(『敦捏 莫高窟』5,平 凡社 ・文物 出版社,

1982)。 拙稿 「敦煙晴代石窟の特徴」(『 創大

ア ジア研 究』13,創 価 大学 アジ ア研 究所,

1992)

3)魏 徴 『晴書』35(北 京 中華書局,1973,

p.1099)

4)法 琳 『弁正論』3(『 大正蔵』52,p.509)

5)水 野 清一 ・長 広敏雄 『龍門石窟 の研究 』

1941,同 朋社1970

6)魏 牧 『魏書』9,粛 宗紀(北 京 中華書局,

1974,p.225)

7)『 魏書』114,釈 老志(同 上p.3043)

8)『 敦煙莫高窟』1～5,平 凡社 ・文物 出版

社,1980～84。 以下,敦 煙関係はすべ てこれ

による。蓮華をテーマとす る図6は,大 村 著

(下掲注14)680図 で,晴 開皇9年 の作例 で

あ る。

9)『 龍門石窟』(北 京 文物 出版社,1980)

図34な らびに解説。

10)「 修行 本起経」上(『 大正蔵』3,p.463)

「過去現在因果経」1(『 大正蔵』3,p.625)

「仏 本行集 経」8(『 大正蔵 』3,p.687,

689)「 方 広 大 荘 巌 経 」2(『 大 正 蔵 』3

p.553)

11)本 文 ではっ ぎのようにあ る。r菩 薩生 己,

無人扶持,即 行 四方,面 各七歩,歩 歩挙足,

出大蓮華,… …我 当作仏,即 立於無人扶持,

即行七歩,足 所履処,皆 生蓮華」(『 大正蔵』

3,p.687樹 下誕生品,p.689従 園還城品)

かという点であ る。 これは上述の水泉石窟の

補刻部 分などの出土資料がさ らに多 く発見 さ
28)

れ るならば,そ の信愚性が高まるに違いない。

あるいは,重 修時 の文様の特色で割 り出す こ

となども考え られ るが,こ れは今後の研究に

侯たなければ ならない問題であ る。

12)本 文 はっ ぎの とお り。r若 人散乱心,乃 至

以一華,供 養於 画像,漸 見無数佛」(『 大正

蔵』9,p.9)「 漏十小劫,供 養於佛,乃 至

滅度,常 雨此華 」(同p.22)「 是時 諸佛,各

遣侍者,問 訊釈迦牟尼佛,各 齋宝華漏掬,而

告之 言」(同p.33)「 持諸 妙華,住 立空 中,

讃歎恭敬,行 持法者」(同p.393)

13)「 普賢観結成法華」 と天台の 『法華文句』

(『 大正蔵』34,p.128)に ある。拙稿 「敦

捏晴代石窟 の特徴」(前 掲注2)で,触 れて

いる。

14)大 村西崖 『支那美術史彫塑篇』付図(1915,

国書刊行会,1972)568図

15)松 原三郎 『中 国仏教彫刻 史研究』(吉 川 弘

文館,1966)図142上

16)温 玉成 「洛 陽 市 便 師 県水 泉 石 窟 調査 」

(『文物』1990-3)

17)『 魏 書 』16,河 南王 曜 伝(中 華書 局 版

p.389,395-9)

18)李 百薬 『北斉 書』11,河 南康 舎予王孝喩 伝

(中華書局版p.143～4)

19)『 晴 書』59,元 徳太 子昭伝(中 華書局 版

p.1435^-37)

20)補 刻部分 は次 の通 りである。「洛州河南 王

寺造銅像三区各口金口口井佛口口口造石口窟

一区中置□□佛造[千 五百龍華像口 区口口口

口山西北大狂水南[]里 造三千佛堂一区□当□

口東北口里造一千五百龍華像一区□□□□東

北三里造万佛三口六区延口堆上千佛天宮一区

口口口狂水西口水南等三里口 口佛天宮一区□

小水北 ……佛一区[]口 口口口口口里 田口口中

口口千五百龍華像口陸渾川長城西小水水北又

一里造千佛天宮一区□□□□百□□像一区□

柴造二千五百龍華像一区□造十六王子行像十



六区口口五県 内口大佛像三万口ロー十六 区一

千 ……」(『 文物』1990-3,p.77)

21)楊 宝順 「河南安陽霊泉寺石窟及小南海石窟」

(『文物』1988-4),丁 明夷 「北朝佛教 史的

重要補正」(同)

22)李 裕群 「南響堂石窟新発現窟権遺　寵像」

(『文物』1992-5)図11,12

23)『 北斉 書』50,高 阿那肱 伝(中 華 書局版

p.690)

24)前 掲注22,図12,p.7

25)『 北 斉 書』3,文 嚢 帝紀(中 華 書 局 版

p.32～36),令 狐徳芥等 『周書』16独 孤信

伝(中 華書局版p.263～8)

26)『 晴書』36,文 献独孤皇后伝(中 華書局版

p..1108),お よび前掲注17

27)『 晴書』5,恭 帝楊侑伝(同 上p.99～103)

28)周 鐸 「北魏 醇鳳 規造 像 碑考 」(『 文 物』

1990-8)で は,同 碑 に階仁寿2年 この旧像

を中心 に寺院を重修 した旨の追刻のあること

を紹 介 している。

【図】

1孫 秋生等造像 記(『 龍 門二十品』下,二 玄
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見える。
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眼造像寵(『 龍門石窟』1,図159)

10華 綱飾 り寵楯,古 陽洞北壁上東,長 楽王夫

人尉遅氏造像寵(同 上1,図156)

11維 摩(文 殊対問)図,古 陽洞北壁II層3寵

(同上1,166図)

12釈 迦仏伝 図寵 楯,(前 掲注9『 龍門石窟 』
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【付】

本稿 は1993年9月7日,中 国洛陽迎 賓館 に

お いて開催 された,龍 門石窟1500周 年 国際学

術討論会におけ る口頭発表を,日 本文でまとめ

たものである。
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TheLong-menGrottoesintheSuiDynasty

MitsuruKoyama

TheLong-mengrottoesintheSuidynastywererarelyknownexceptafewnicheswith

thenameoftheera.Therefore,ithasgenerallybeenthoughtthatfewBuddhistgrottoes

weremadeintheSuidynasty.However,sincethecarefulexaminationsofwallpaintings

intheDun-huangGrottoeshadbeencarriedout,itcametobeknownthattherewere

aboutonehundredgrottoesrelatedtotheSuidynastyeraintheDun-huanggrottoes.

Therefore,thesurpassingpoliciesofworshippingBuddhismpromotionbyEmperor

Wen-diandYang-diwereverified.ThefollowingconsiderationfocusesontheGu-yang

CaveintheLong-menGrottoes.

TheGu-yangCaveinLong-menGrottoeshasplentyofnicheswiththeinscriptionsof

NorthernWeidynastyera.Therefore,generallyspeaking,itisbelievedthatthose

grottoeswerechiselledintheNorthernWeidynasty.Buttheepigraph(Fig.2)onthe

wallattheinnerpartontherightsideoftheGu-yangCavemeanstheCaveofthe

ancientLou-yang.Therefore,thisepigraphcannotberegardedasaproductinthe

NorthernWei.dynasty.Moreover,intermsofthecalligraphystyle,thelettersonthe

epigraphbelongtothestyleofthegentleandregularscriptintheSuiandTangdynasties

(Fig.3).Ontheotherhand,thestiffstyleoftheregularscriptintheNorthernWei

dynasty(Fig.1)isquitedeifferentfromtheformerone.Therefore,weshouldsaythat

thelettersoftheepigraphofGu-yangCavewereinscribedinotherlatereras.

OnthebackgroundofthelettersoftheepigraphofGu-yangCave,manyfiguresof

peopleandflowersaredepicted(Fig.2}.Forexemple,therearethefiguresofafew

lotusesrisingfromajarinthemiddleoftheepigraph,andtherearetheimagesoflay

believersonbothsidesofthelotuses.Andontheupperpartoftheepigrapharethe

imagesofanemperorandanempress,andonthelowerpartaretheimagesofmaidsand

maleservantshavingeachlotuswiththreeleavesoreachoffering.Thesimilarimagesof

thosemaidsandmaleservantsarefoundontheothernichesintheGu-yangCave

(Fig.4).Therefore,wecansaythatbothfiguresandlettersoftheepigraphofGu-yang

Cavebelongtothesamelaterera.

OnthesecondlayerofthenichesonthesouthernwalloftheGu-yangCavearethe
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imagesoftwoBuddhas,i.e.ShakyamuniandPrabhutaratnasittingtogether.Andon

theupperedgeofthenicheonwhichthetwoBuddhasareinscribedtherearetherelief

picturesonthebiographyofShakyamuni(Fig.12).Oneofthosepicturesshowsascene

ofhisbirthandhissevenfootmarks.Thesamepicturecanbefoundforthefirsttimein

therelicsintheEastWeidynasty(Fig.13).Thedescriptiononthesceneof

Shakyamuni'sbirthcanbeseenintheSuidynasty'ssutras.Anditisdifficulttofind

outthefiguressuchasflowerrings(Fig.10)orstringsofbeadsorstatuesofsevenor

twelveBuddhasonhaloes(Fig.9)inthecavesintheNorthernWeidynasty.

ByexaminingtheShui-quanGrottoesinthenorthernsuburbsofLou-yang,usingthe

informationontheShui-quanGrottoesreleasedin1990,Ihavefoundthenichesofthe

Shui-quanGrottoes(Fig.14)verysimilartotheonesoftheGu-yangCaveinthe

Long-menGrottoes.ThestelaleftintheShui-quanGrottoesshows"theperiodoften

yearsorsoofTai-heage(489-495A.D.)"inNorthernWeidynasty.TheShui-quan

Grottoesweremadeduringthatperiod.However,alongparagraphofsmallerletters

wasaddedonthesamestelainalaterera.Thisparagraphreads:theKing,He-nan

moldedthreebronzestatuesinLou-zhou...Intheauthentichistoricalbookswecanfind

threepersonswhowerecalledtheKing,He-nan,thatis,Yao,KingofHe-naninthe

NorthernWeidynasty,andXiao-yuintheNorthernCh'idynasty,andZhaointheSui

dynasty.Thesameparagraphofthesmallerletterscontainssuchdescriptionsas"1,500

Long-huastatues,""3,000Buddhisticshrines,""16sectionsoftheY6princestatues,"
"30

,000bigBuddhiststatues,"andsoforth.ItispossiblethattheseBuddhiststatues

weremadebytheKing,He-nanZhao,grandsonofEmperorWen-dii.e.theeldestsonof

EmperorYangdi.TheperiodoftheKing,He-nanZhaoisfrom590to601A.D.

Consequently,IcanconcludethattheGu-yangCavewasrepairedafterWen-dihad

beenenthroned.TheBuddhisticbooks,i.e.FaYuanZhuLinandBianZhengLunsay

thatEmperorWen-direnovated1,508,94001dstatues.Thisdescriptionwillbeabletobe

appliedtotheabovementionedrenovationworkoftheGu-yangCaveandtheShui-quan

Grottoes.


